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苫小牧市民自治推進会議（平成３０年度第３回）会議録

 開催日時 平成３０年１２月２０日（木）午後６時３０分～午後８時２０分

 開催場所 苫小牧市役所９階 第２委員会室

出席委員 栗山会長、小山田副会長、板野委員、伊藤委員、丹治委員、伴辺委員、 

     永石委員、二瓶委員、橋根委員 

欠席委員 城市委員 

 事務局  協働・男女平等参画室長（宮嶋）、市民自治推進主幹（中村）、 

協働・男女平等参画室主査（吉田）、協働・男女平等参画室主査（蔵重） 

報道機関 苫小牧民報社

 傍聴者  なし

１ 開会 

○事務局（中村市民自治推進主幹） 本日はお忙しい中お集まりをいただきまして、誠に

ありがとうございます。ただ今から、苫小牧市民自治推進会議を開催いたします。本日、

城市委員は欠席ということで連絡がありましたので、報告をさせていただきます。それで

は、栗山会長よろしくお願いいたします。 

２ 会議 

⑴ 市民自治を考える市民ワークショップについて 

●栗山会長 おばんでございます。お忙しい中お集りいただきまして誠にありがとうござ

います。それでは、会議次第に従いまして進めさせていただきたいと思います。 

まず、最初に会議次第⑴ 市民自治を考える市民ワークショップの開催結果について、

事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、それでは市民自治を考える市民ワー

クショップの開催結果について説明させていただきます。前回の推進会議の中で説明させ

ていただきましたが、このワークショップは、本市における協働、市民自治の課題等につ

いて、市民目線で考える内容となっており、１０月２７日に開催しました。ワークショッ

プで使用した資料のほか、開催結果の概要を資料として皆様に配布させていただいており

ます。 

 概要についてですが、ワークショップの前段では、苫小牧市自治基本条例の趣旨やこの

条例が制定された時代背景、本市における市民自治の取組事例について、私どもの方から

説明させていただきました。その後、お招きした外部講師から「自治基本条例を市民の目

線で考える」をテーマとした講演を行っていただきました。 

本日お配りしている資料、会議次第の次に付いている資料で「自治基本条例を市民目線

で考える」という資料を御覧いただきたいと思います。こちらの資料を１ページめくって

いただきまして、「なぜ、市民自治のまちづくりなのか」、「行政の限界」とありますが、市

民自治のまちづくりが必要な背景として、単に公共サービスに求められるものが多様化、

複雑化しているだけではなく、行政だけでは解決できない課題が増えてきているというこ

とを、阪神淡路大震災を例に説明いただきました。災害が起きたときに、倒壊した建物で

生き埋めになってしまった人の大部分が隣近所や地域の人の力で助けられた。つまり、災
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害が起きたときに、本当に頼りになるのは自分自身、家族、地域であるといった説明や、

次のページにあります「住民の先見性」、これは、課題にまず直面するのは国や自治体では

なく、生活している市民一人ひとりであること。安全・安心に暮らし続けるためには、何

が必要で何をやらなければいけないのかということをいち早く実感として持って行動でき

るのは住民であり、それを支えるのが市民自治のまちづくりであるといった説明がありま

した。 

 資料をめくっていただきまして、「自治基本条例って何？」とありますが、こちらの方を

更にめくっていただきますと、「市民自治のまちづくりの動向」というところまで資料をめ

くっていただきたいと思います。今後のまちづくりで大切になる視点として、情報公開か

ら情報開示へという説明がありました。これからの時代、市民と一緒にまちづくりを進め

たいといったときに、市民が一番困るのは、情報がないということで、情報がなければ判

断も行動もできないため、情報を積極的に渡していくということが重要とのお話を札幌市

で実際に分かりやすくまちづくりについての情報発信をしている事例を基に説明いただき

ました。 

次の「住民参加から住民主体へ」という内容ですが、住民参加は、市が市政を運営する

中で市が作った場に市民が参加するものだが、そうではなくて、これからは市民自ら判断

し、自ら主体的にまちづくりの行動をするという住民主体で取り組んでいく必要がある時

代になってきているという説明がありました。この住民主体のまちづくりについては、小

樽市にある地区計画の提案制度という制度を使って、建物の高さの最高限度を市民が決め

た事例を紹介していただきました。 

次に「市民自治のまちづくりを支える熟議」という説明では、市民自治のまちづくりで、

いろいろな活動をすることになれば、多くの人たちの知恵や力が必要になるということ。

地域の中には、眠っている力や知恵、いろいろなものがあり、少人数でやろうと思うと限

界があるが、地域のためにやろうと思っている気持ちはたくさん眠っており、それを話し

合いという形で積み上げて、一緒にやっていくという体制づくりにつなげていくことが大

切だという説明がありました。 

 講演後は、３つのグループに分かれてワークショップが行われましたが、グループごと

に設定されたテーマについて議論が行われ、グループ討議の結果の発表と最後に講師から

の講評をいただきました。講演やグループ討議の概要のほか、ワークショップの議論の参

考とするために行った市民自治に関するアンケート調査の結果についても資料として配布

しておりますので、御時間のありますときに御一読いただければと思います。 

市民自治を考える市民ワークショップの開催結果についての説明は以上です。 

●栗山会長 ありがとうございました。ただ今の説明に関しまして、何か御質問等はござ

いますか。よろしいですか。それでは、次に進めさせていただきます。

⑵ 苫小牧市自治基本条例の見直しについて

●栗山会長 それでは、会議次第の⑵ 苫小牧市自治基本条例の見直しについて、事務局

から説明をよろしくお願いいたします。 

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、それでは自治基本条例の見直しにつ

いて、本日から自治基本条例の各条規定の個別検討に入っていきたいと考えておりますが、

はじめに今回の自治基本条例の見直しの検討に当たり、検討の方向性ということで、栗山

会長から試案をいただいておりますので、資料を配布させていただきたいと思います。 
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【資料配布】 

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） それでは、栗山会長の方から資料について

の御説明をお願いいたします。 

●栗山会長 前回の会議からですね、いろいろ個人的に検討させていただきました。最初

に基本的な方針並びに議論の進め方について試案を説明させていただきたいと思います。 

基本的な方針としては、自治基本条例の規定の検討に当たりましては、条例の各条文と

関連する施策、制度についての検討が併せて必要だというふうに考えています。これらが

条例の趣旨にしたがって整備、運用されているかについての検証、これが必要と考えてい

ます。それで、市民自治を推進するために条文を改正しなければ本市として取組を進める

ことが難しいという場合に限りまして、改正の提言を行いたいというふうに考えています。

また、条文の改正が必要ない場合でありましても、制度上の見直しや運用における改善が

必要な場合については、その旨を市長に意見として提言したいと考えております。 

 次に議論の進め方でございますけれども、審議については、事務局から各条文の解説と

事前に委員から提出された質問事項、確認事項等に対する市の考え方についての説明を受

けた後に、１条ずつ検討させていただきたいと考えています。 

全条文の検討終了後に、条文自体の改正、運用の改善の必要性など、答申内容について

審議したいと考えていますので、よろしくお願いしたいと思います。試案でありますので、

以上のような方針で進めていきたいというふうに考えておりますけれども、委員の皆様に

よろしいかどうか御確認いただいて進めたいと思いますけれども、どうでしょうか。 

【委員了承】 

●栗山会長 それでは、そのように進めさせていただきたいと思います。 

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 栗山会長、ありがとうございます。ただ今、

栗山会長から御説明いただきましたとおり、事務局の方から各条文の趣旨やポイント、事

前に提出いただいておりました質問シートの質問と市の考え方などについて説明させてい

ただきます。１条ずつ説明の終了後に、委員の皆様からは、条文の改正の必要性や条文の

趣旨にしたがった運用が行われているかなどについて、御審議をいただきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。委員の皆様には、苫小牧市自治基本条例質問シートを

御覧いただきながら、説明を聞いていただきたいと思います。 

 それでは、はじめに第１条ですが、第１条は目的です。第１条では条例制定の目的を明

らかにし、まちづくりの基本原則、市政運営の原則、市民、議会、市長及び執行機関の役

割や責任をこの条例で明らかにするとしています。１条については、以上です。 

●栗山会長 はい、それでは第１条に関しまして、御意見等があればお願いをいたします。

よろしいでしょうか。それでは、第２条にまいりたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第２条は定義です。この条例で規定

されている「市民」及び「市」の定義を明らかにしています。この条例で規定されている

市民の定義には、市内に住んでいる人だけではなく、市内で働いている人、市内に通学し

ている人、市内で事業活動や社会活動を営む法人や団体も含まれています。また、市とい
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う表現には、議会も含まれています。 

第２条では、「「市民」の定義で「その他団体」に町内会等は含まれますか。」という御

質問をいただいております。この回答ですが、「市内で活動している団体も含まれるので、

町内会等も苫小牧市自治基本条例の市民の定義に含まれます。」 

第２条の説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。それでは第２条に関しまして、御意見等があ

ればお願いをいたします。よろしいですか。それでは、第３条へまいりたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 第３条は基本原則です。市民自治のまちづ

くりを推進するため、「情報共有」、「市民参加」、「協働」をまちづくりの基本原則としてい

ます。 

第３条では、協働の原則について、「「それぞれの役割及び責任に応じ、対等な関係で協

力すること」を市民と市が相互に確認や認識した上で、協働の取組が行われていますか。」

という御質問をいただいております。この回答ですが、「協働の取組については、市民も市

もこの条例の趣旨を十分に理解した上で進めていくことが、大切だと考えていますので、

今後もこの条例の趣旨を市民にも市職員にもお知らせしていくことで、協働の原則に基づ

いた協働の取組を着実に進めていくことが必要だと考えています。」 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、それでは第３条について、御意見等があればお願いをいたします。板

野委員、町内会の立場としてはどうですか。

●板野委員 ちょっと対等な関係で協力というところについては、今、私も十分理解をさ

れてないし、それから関係町内、複数の関係の町内会には会長の意見も伺ってみたんでご

ざいますけどね、こういう本当にこういうような表現でいいのかという、町内会としまし

ては、やっぱり対等というか、どちらかというと行政主導のもとに町内会を運営してると

いうのが実態なんですよね。その実態は町内会から言えばそういう関係にあるんですが、

それを「対等な」という表現でいいのか。その前に、それで町内会ですね、前回の質問の

中で、「町内会というのは、この団体に含まれてますか。」という質問したのも、これ、私

なんですが。それからすると、ちょっと私、不勉強なものですから、いまいち行政と対等

な関係ということについては、理解、私は乏しいですが、今日はそこで勉強して帰ろうと

思ってまいりました。

●栗山会長 永石先生、どうですか。

●永石委員 協働という言葉の意味に、今の御質問だと一般的なものとすれば、何という

か、市政に対して共通の目的に向かってともに力を合わせるという意味であるんであれば、

役割分担ってのは対等である必要は必ずしもなくてもいいのかもしれませんね。今は実態

がそれこそ行政主導で、それに何といいますか、町内会が合わせてサポート、サポートと

言ったら余りにも受け身的過ぎますけれども、それに対して場合によっては意見を述べた

りとか、あるいはまた具体的な現場でそういうふうに協力するとかというんであれば、恐

らく役割を分担するというニュアンスというのが実態ではなかろうかなという、今、お話

聞いていますと思ったんですけどね。
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●板野委員 先生、サポートということでして、実態はね、むしろ町内会というのはサポ

ート的な僕は立場でないのかなという、今もそういう認識を持っていますね。

●永石委員 はい、そうしますと、今度の質問は、おっしゃるように、対等な形で位置付

けるという。要するに余りにも住民というものが前面に出ちゃうと行政が見えなくなって

しまうという側面も、今回、私、いろいろこれまでもらった資料を見てると、行政は何す

るんだろうなというようなニュアンスを受け取ったこと、感じもあったんで、その辺の協

働の意味をどう位置付けるのかって、結構、大事なのかも分かんないかなと思ってますけ

れども。

●栗山会長 小山田副会長どうですか。

●小山田副会長 まさしく自治基本条例の根幹のところですよね。

●永石委員 ええ。

●小山田副会長 別に主従関係というよりも地域をよくしたいという気持ちでは協働とい

うことで、いいんじゃないかなと思うんですけどね。

●永石委員 協働です。ですから対等という意味じゃなく、共に役割を分担するというん

であるんであれば、何も問題ないんですけども、ここで「対等」という言葉入れちゃうと、

何か、何といいますかね、ちょっと微妙な実態とのずれが起こったりとかいうようなこと

が起こってくる場合が、

●小山田副会長 市民及び市がそれぞれの役割及び責任に応じ協働して対等に協力してと

いうような方が何かすっきりはしますね。

●永石委員 ええ。

●小山田副会長 対等という言葉を使うと主従ということとの対比でどうしてもどっち寄

りだという話が頭の中に浮かぶんで。

●永石委員 そうですね。

●栗山会長 ただ、これ、昔あれじゃないですかね。町内会は行政の下請じゃないよとい

う意味で入れたかったんじゃないですかね。

●小山田副会長 ああ、そうですね。そういう暗黒な時代がね。

●板野委員 ああ、そういうものなんですか。

●栗山会長 昔は下請でね、やってた感じがあったけど、そうじゃないよという、独立し

た機関だということなんじゃないですかね。
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●小山田副会長 もともとコラボレーションという協働という意味には、対等というのは

入ってるんですよね。

●板野委員 ああ、そうですか。いや、皆さんが御異議なければ、私は十分でございます。

今日はそんな質問してみたんですけど、勉強して僕は帰りたいと思ってたものですから。

私は結構でございます。

●永石委員 いわゆる市民の方に主体性をもう少し持たせるという意味ですよね。

●栗山会長 そうだと思うんですよね。それで入れたんじゃないかなと思ってますけどね。

結構、下請的に使われる場合が多いので、そうじゃないよという意味合いが、前回、これ

を決めたときの気持ちだったと思うんですけどね。

●板野委員 分かりました。理解いたしました。はい。

●栗山会長 よろしいですか。

●板野委員 はい、結構でございます。

●栗山会長 それでは、次、第４条に進んでよろしいでしょうか。じゃあ、４条お願いい

たします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第４条は情報提供及び情報公開です。

まちづくりの基本原則の一つである情報共有を推進するため、情報提供と情報公開を掲げ

ています。また、情報を開示する制度については、情報公開条例で定めています。まちづ

くりの情報を市民に提供する方法は、市ホームページ、広報とまこまい、市フェイスブッ

ク、住民説明会、出前講座、まちかどミーティングなど、多様な方法により行われていま

す。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。次に、この４条に関しまして、皆様から御意

見をいただきたいと思いますけれど、よろしくお願いいたします。

 情報提供に関しまして、情報公開に関しまして、市の市民の立場から公募の委員さん、

まず二瓶さん、どうですか。

●二瓶委員 市は情報をたくさん提供してくださっているとは思うんですけど、私もそう

だったんですけど、市民の方が受ける体制になってないなというのは物すごく感じていて、

そこを何かつなぐ、何だろう、もっとうまい工夫みたいのがあったらいいなとは感じます

ね。

●栗山会長 橋根さん、どうですか。

●橋根委員 そうですね、もうちょっと市民が興味を持つようなまちでないと、もっと近

づかないと駄目なんじゃないかなとは思います。

●栗山会長 小山田副会長どうですか。
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●小山田副会長 情報、情報だけ見るとね、ちょっと硬いイメージなんですけど、まちづ

くりに関する情報というふうなことが入ってると、少し見え方が違うのかなというような

ことだと思いますね。

●栗山会長 まちづくりに関する情報、これ、まちづくりに関する情報って事務局の方で

どういうふうな、

●小山田副会長 定義というかね、カテゴリーというかね。

●栗山会長 分かりませんか。

○事務局（中村市民自治推進主幹） まちづくりに関する情報って、要は市政全般に関す

る情報というイメージですが、まちづくりということはソフトの意味でまちづくりと言わ

れることもありますし、ハードの意味もありますけれども、そういう限定したという情報

ではなくて、市政を運営していく中においては、市政に関連する市の持っている全てのあ

らゆる情報については、基本的には市民が持っている情報であるというような考え方が前

提にあって、それは、当然、市役所で独占するものではなくて、当然、同じ情報を得た中

で判断をして、市民にも判断をしていかないとまちづくりも進まないということが、そう

いう前提での情報ということです。 

●小山田副会長 そうするとね、発信の仕方というか、アナウンスというか、プッシュの

方と、それから受ける方のアンテナ、レセプターというかね。何を必要と。必要としてる

情報が見えるかどうかという歩み寄りというか。自分がやっぱり、先ほど橋根さんおっし

ゃったように、そこら辺り、もうちょっとね。ソフトで柔らかくてつながるような工夫は

ないかなという感じはしますけどもね。「いや、公開してますよ。」、「出してますよ。」って、

市民は自分たちが必要と思ってる情報が手に入らない、入りづらいと思っていると。この

辺が少しどうにかしたいなという感じがしますね。何かいい方法ないですかね。

●栗山会長 難しい問題ですね。広報の作り方をどうするかで、今、民間委託したりして

るのを例えば何か違う人も入れたりという、あり得るのかなと。

○事務局（中村市民自治推進主幹） ちょっと広報に限定したお話ではないんですけど、

いろいろ毎年、いろんな方法で改善はしてきている部分なのかなとは思いますので。平成

２７年のときに戦略広報という指針を市の方で出して、どういうふうに情報伝えていった

らいいのかということの検討をしていた時期もありますので。毎年毎年、徐々に変わって

きてる部分はありますので、そういう中で、本当に、今後もですけれども、どういうよう

な情報の出し方がいいのかというのは工夫していく必要はあるかなと思います。 

●小山田副会長 そうですよね、いわゆる物売りの世界では完全プッシュ、来ますよね、

いろんな情報がね。そこまでいかなくても何かこう。アメリカの場合の例でちょっと申し

訳ないんですけど、教会、日曜日の安息日として礼拝に行くという、地域の方がほとんど

行くわけですよね。あそこでいろんな地域の話が出るんですよね。それは非常にいいやり

方だなと思うし、日本でカントリークラブというとゴルフ場のことだと思いますけども、

違うんですよ、集会所なんですね。それから、子供たちはボーイスカウト、ガールスカウ
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トでずっと小さいころから地域のこと学んでますから。今、アメリカは表面から見たら余

り分かりづらいんですけど、そうやって地道に地域の情報ってやりとりできるようになっ

てるんですよ、仕組みとして。何かね、そんなふうなものをそろそろ考えてってもいい時

期なんじゃないかなって感じがしますけどね。

●栗山会長 町内会でも、大分、フェイスブックとかでもね。

●小山田副会長 そうですよね。あれはね、参加者もきちっと運営されてるから、もっと

もっと広がってもいいんじゃないかなって感じはしますよね。

●栗山会長 具体的にはそういうようなこと進めてもらう形ですかね。 

●小山田副会長 はい、もう一回、棚卸しをしていただいてもいいんじゃないかなという

気がしますね。

●永石委員 情報の共有ということを考えると、市民が情報を得たいというのは、要望が

あって実現すると、俄然、こう情報に対する感覚がセンシティブになってくるだろうと思

うんですよね。ですから、市の方、行政の方でどれだけの情報を吸い上げて、それが何と

いいますか、できれば具体化するような形で持っていければ、「要望すれば、こういうこと

できるんじゃないか。」というようなことになってくると、相互に情報の共有っておのずと

進んでくるのかなと思うんですよね。かといって、じゃあ、要求を全て吸い上げて広報で

きるのかというと、多分、それ、実現できない部分があるんで。

その辺のフィルタリングをどうするかって結構大事なのかも分かりませんけど、できる

だけ、こう。出したがゆえに無視されたんであれば、情報の共有じゃなくて、もう行政は

知らないよという話になってしまうんで。積極的に市民の意見とか考え方を行政に反映さ

せるんであれば、要望を吸い上げるシステムというのも、もう少し充実させて、それを何

といいますかね、直接、要望した、例えば町内会であれば町内会にこういうことが示され

ました、できた、できませんでしたよとか、そういうフィードバックの何というんですか

ね、サイクルを作っていくような。

●小山田副会長 流れというかね、ええ、そうですよね。

●永石委員 うん、そういうようなことをちょっと政策的にやってみればどうかなと思い

ますよね。

●小山田副会長 はい。メディアを増やす、ホームページとか、広報とか、なぜ増やして

るかというと、ちゃんとコンテンツが行き渡るかどうかというために増やしてますから。

●永石委員 そうですね。

●小山田副会長 その中身のね、やり取りが。

●永石委員 今の日本の何かクールジャパンなんか言われてますけど、こういうものって

いうのは、日本は情報発信しなくても勝手に向こうが取ってくれるんですよ。ネット空間

で情報があれば、それを得たい人が勝手に入手して、仲間を増やしたいんで、それをまた
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載っけてみるとか、紹介するとか。要するに、昔からあった口コミというんですかね、そ

ういうようなものがネット空間で幾らでも広がってくような時代なんで、そういう意味か

らすると、何かこう、行政に関心を持ってもらうような情報の吸い上げ方というのが、や

っぱり結構大事かなって気がしますけどね。

●小山田副会長 ３年前に１度やられたやつをもう一回ちょっと精査というか、見ていた

だくと。３年間で大分、変わってますからね。

●永石委員 多分ね、市民にとって必要な情報、必要でない、関心ないものは全部無駄な

情報でキャッチアップできないんだと。

●小山田副会長 情報公開条例１１年ということも、個人情報保護法前後のあれで、かち

っとされたと思うんですけど、コンテンツの方で見ていただければということで。

●栗山会長 分かりました。４条は大体これで、このままでよろしいでしょうか。よろし

いですか。そしたら、５条に進めさせていただきます。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第５条は市民参加です。まちづくり

の基本原則の一つである市民参加を進めていくために、具体的な市民参加の方法を市民参

加条例で定めています。市民参加の方法は、各審議会等、ワークショップ、住民説明会、

市民向けセミナー、市民政策提案制度、パブリックコメント（市民意見提出手続）、まちか

どミーティング、とま★ボ（意見箱）、団体要望などがあります。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。これにつきまして、御意見等がございますで

しょうか。ＪＣ（青年会議所）さんは、いろいろ提言されていると思いますが、丹治委員

はどうですか。

●丹治委員 そうですね、私たちはまさにそういう形で提言したりなんなりという運動を

する団体ですので、行政に対してもそういうことをお話をさせていただいたりですとか、

協力をしていただいたりもしますけれども。本当に一般的な、一般的なという言い方した

らおかしいですね、本当に自由に市民の方が参加できるようにするというと、なかなか行

政サイドでは、「間口を広げますよ。」ということしか言いづらいんだとは思うんですけれ

ども、何かこの市民の意識を高める方法みたいな部分というのも、意識を啓発していくと

いうんですかね、そういう必要性というのも少しあるんではないかなというふうには思い

ます。

●栗山会長 そういう認識に立つということですね。はい、ありがとうございます。他に

ございませんか。

●永石委員 すみません。市民の参加というのですけども、この場合はどの段階で参加す

るとか、そういった問題も多分、出てくるのかと思います。要するに、主体的に活動した

い人間は、何だろう、計画にも参加したいという場合もあるでしょうし。

●小山田副会長 参画ですよね。
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●永石委員 ええ、参画ですね。じゃなくて、行政参加というような場合もあるでしょう

し、その辺の参加というものをどのように捉えるのかというのも、条文じゃないですけど

も、きちっとその辺のあれを何というんですかね。多分、参画の方のあれを増やしていく

と、多分、関心は高まるのかなという気はしますけどね。必要に応じて参加するのではな

くて、自ら作り上げるという市民意識を高めるというんであれば、参画みたいなシステム

がそこにあるとなると、「俺がこのまちを変えるんだ。」という意識の人間は積極的に仲間

を集めていろいろな活動するんじゃないかなと思うんですよね、ＪＣ（青年会議所）さん

のようにね。いかがでしょうか、その辺は。

●栗山会長 ここの（３）番（苫小牧市自治基本条例第５条第３号）辺りのお話でしょう

かね。

●永石委員 ええ。

●栗山会長 これは、ま、たこのままで。そうしたら、よろしいですか。

●永石委員 情報でいろいろだと思うんですね。

●栗山会長 そうしたら、次に進んでよろしいでしょうか。じゃあ、６条お願いします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第６条は住民投票です。住民投票に

より市民の意思を確認する制度については、住民投票条例で定めています。 

第６条では、「住民投票は、直接、住民の意思を確認するもので、投票結果はとても重

たいものと考えており、市は必ず投票結果に従う必要があると考えます。第２項では「結

果を尊重するものとする。」との文言を使用していることから、市は投票結果と違う意思決

定ができると思われるため、ここで使用されている「尊重」という言葉はふさわしくない

と考えます。」との御意見をいただいております。 

市の考え方ですが、「住民投票の投票結果が地方公共団体の団体意思、議会又は長その

他の執行機関の行動を拘束する制度とした場合、地方自治法に規定されている議会や市長

の権限が住民投票により制限されることとなります。そのため投票結果に「従う」とした

場合、「法律の範囲内で条例を制定することができる。」としている日本国憲法第９４条に

おける条例制定権の範囲を逸脱するおそれがあることから、これまで他市町村で制定され

た住民投票条例は、全て法的拘束力がない諮問型の住民投票条例となっています。」 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。市から今、この質問に関しまして考え方が示

されたわけですけれども、これについて御意見等があれば、お願いをいたします。よろし

いでしょうか。

それでは、次に進めさせていただきます。第７条お願いいたします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第７条は協働の推進です。協働は、

まちづくりの基本原則の一つであり、市民だけでは解決できない公共的な課題に市民と市

が協力してまちづくりを行います。また、協働に当たっては、市民の自主的・自立的な活

動を尊重するとしています。協働の推進に関係する取組として、協働に対する市職員の心

構えを示した「協働ガイドライン」の策定、公共サービス民間提案制度、民間企業等との
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連携協定などがあります。 

第７条では、「協働に対する市職員の心構えを示した「協働ガイドライン」はあります

が、市民が協働の相談をしたいときにどうすればよいか知ることができる市民向けの協働

ガイドラインもあってほしいと感じました。」という御意見をいただいております。市の考

え方ですが、「現在、市民向けの協働ガイドラインを作成する予定はありませんが、市民が

協働の相談をしたいときには、協働・男女平等参画室で相談を受け、各課との調整を行い、

協働の推進を図っていきます。」 

もう一つは、「「必要な措置を講じるよう努める」とありますが、町内会の課題等を考え

ると、市はこの規定を意識していないと感じます。」との御意見をいただいております。市

の考え方ですが、「協働してまちづくりにおける課題の解決を図るための必要な措置には、

多様な措置が想定されています。例えば、まちかどミーティングのような町内会と市の意

見交換や、協働についてのセミナーの実施、町内会への補助金、助成金による支援など、

現在、既に実施しているものもありますが、今後も各取組や条例の趣旨についてのお知ら

せを行っていく必要があると考えています。」 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。ただ今の説明に関しまして、御意見等がござ

いましたらお願いをいたします。ボランティアの考え方から伴辺さんどうですか。

●伴辺委員 私、実は町内会の役員、去年やってたんですけど、今年やめたんですよ。そ

したら、まちかどミーティングの役員会のときに必ず案内があって、行かなきゃなんない

なと思って手帳に記入します。今年は行きそびれました。民報見て、あっ、終わってたな

という、そういうのがあって、意識的なものがあれなの、ボランティアのところは興味の

あるものに関しては行くんですけども、それ以外のところは見失うみたいなところがある

ので。あと、協働ってちょっと難しいですよね。言葉ではすごい美しいんですけども、そ

この辺の意味がよく皆さん理解されているかどうか。ここにまとまっていることでいいと

いえばいいんでしょうけども、何ともいえないですよね、大変ですけどね。

●栗山会長 社会福祉協議会の面からどうでしょうか、いろいろとあると思うんですけど。

●伊藤委員 そうですね、僕はここに関しては分かんないなって。自分としての考えがま

とまらないので、今日、読んだばっかりなんですけど、昼間、ちょっと読んでて、ここだ

けはちょっと整理がつかなかった部分なんですよね。そこはちょっと。

●栗山会長 難しいってとこですよね。

●伊藤委員 はい。

●栗山会長 町内会はどうですかね。

●板野委員 はい、町内会全体を見まして、地域によって災害に対する住民の意識という

のは相当変わっているんですね。具体的に申しますと、この一、二年、地球温暖化による

自然災害が猛威を振るっている。北海道に月３つも台風が上がるとかですね、例にないほ

ど。それから、９月６日の胆振東部大震災は私の人生の７６年の中でも初めての体験で、

非常に想定外の自然災害があります。
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 その中で鉄南地区と鉄北地区での考え方が大分違うんですね。やっぱり苫小牧市、この

鉄南地区というのは、やっぱり津波災害が一番恐怖を感じております。私は日吉町の住ま

いなんですが、光洋町から西の地区はですね、残念ながら高い建物がないんですね。光洋

町は光洋中学、大きい中学校がございます。それから、その後ろに中央高校がございます

ね。ですから、２階、３階活用すればですね、津波の対策というのは町内でいけると思い

ますが、日吉町というところは、隣の永福町、それから有明、それから糸井を含めた、こ

れ合わせますと約１万人います。これの中で、そんなにいない、１万人はいませんですね、

６，０００人ぐらいいますか。その中で、糸井小学校１つしかないんですね。糸井小学校

というのはマックス２，０００人なんですよ、幾ら詰めても。そうなりますと、本当に避

難所というのがない。

 それで、昨年、苫小牧市の大規模避難訓練、日吉町が中心に指定されまして実施いたし

ましたが、避難場所というのはないですね。桜木町のあそこ何だ、何小学校だっけな、北

星小学校まで避難場所になってるんですよ、海抜から想定しまして。そうしますと、有明

町、それから糸井の方々って約２キロございます。近いところで１キロあります。ところ

がですね、踏切、それからＪＲの線路ありますからね。踏切１つと、それから光洋町の日

吉町の陸橋、２つしかないですからね、大変なですね、まず車は混乱。それから、市道歩

くにしましてもＪＲ渡れませんですから、それを考えますとですね、高齢者の社会におい

て非常に高い建物ないというのに一番恐怖感を感じてるのが私らの地域なんですね。それ

で、まちかどミーティングにおいてもですね、市長に要請をしております。

 そんな中で、西ばかりじゃないんですよ、東は勇払地区もそうですね、真砂も共通、あ

れは共通のあれがあるんですけどね。やっぱりそういうもう少しその前向きな対応を計画

的に。すぐにやってくれとは言いません、これは財政の問題もありますから。そういうこ

とをちょっとアナウンスいただくだけでも、大変助かるんではないかな。そのことをちょ

っと触れてこういう質問をしておるわけなんですよ。例えば大成町とか弥生になると高層

がありますね、共有部分がありますからね、ほとんどの方が使用できるんですね、津波に

対してはですね。ですが、本当にあれです、皆さんも多分、西の方、車でお通りになるこ

とあると思いますけども、全く糸井小が高いところは何もありませんですから。そんなこ

とを含めて、私の町内ばかりでなく、近隣の町内のやはり心配事ということがですね、常

に意見を言われるものですから、そんなことで質問してみたんですね。はい、そういうこ

とでございますでの、よろしくお願いします。

●栗山会長 津波に関しては到達時間が結構あるんだよね。

●板野委員 ３０分、４０分。

●栗山会長 ぐらいあるんですよね。

●板野委員 はい。ところが高齢者の多いまちでしてね、まず無理ですね。あるお年寄り

は、私に、「会長、私はいいから、もう」。８０代のおばあちゃんが言います。「会長、私は

放っておいていいから。」って、「私、家と一緒に流れていくからね、私、迎えに来ないで、

他の人、迎えに行ってやって。」って言われますけどね。本当に寂しい会話を出るようなあ

れなものですからね。やっぱり将来の、先ほど言ったさっきのまちづくりの問題もありま

すからね。そんな中で、やっぱり安心・安全にするまちづくりというのはですね、是非、

ひとつ。

これはもう、町内会の力でできるもんじゃありませんですからね。ですから、先ほど言
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ったような、私は常に行政と対等なあれじゃなくてね、我々はやっぱりね、行政主導に基

づいてまちづくりに協力する立場なんだというのは、常にそういう意識でいるものですか

らね、こういう質問が出たということで御理解いただきたいと思います。以上です。

●栗山会長 ありがとうございます。条文に関しましてはこれの変更をするということは

必要ありませんか、よろしいでしょうか。

それでは、第７条から第８条の方へ移りたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 第８条は市民の権利です。自治体を構成す

る主体であり、主権者である市民の権利について明らかにしています。また、第１項の規

定については市民参加条例、第２項の規定については情報公開条例で具体的な内容を定め

ています。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。この条文に関しまして、皆さまの御意見等は

ございますか。よろしでしょうか。それでは、次、第９条にまいりたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第９条は市民の責務です。自治体を

構成する主体であり主権者である市民の責務について明らかにしています。 

第９条では、「第２項の、「将来の世代に配慮する」との配慮とはどのようなことを指し

ているのか。また、市民に次世代のことを考えた発言や行動を求めるならば、「努めるもの

とする。」ではなく、「努めなければならない。」というような義務的な表現の方がよいと思

います。」との御意見をいただいております。 

この回答ですが、「まちづくりの取組は、将来の世代に影響することがあります。仮に

大型の公共施設を建設することになった場合には、市民の皆さんから御意見をいただきな

がら建設を進めていくことになりますが、完成した施設の使用や維持費の負担については、

将来の世代にも関係がありますので、そのような将来の世代への配慮を指しています。第

１３条「市長の責務」では、全ての条文で「ならない。」という義務的な表現を使用してい

ますが、第９条の「市民の責務」で「努めるものとする。」という表現を使用しているのは、

法律によりまちづくりの権限を付与されている市長とそうではない市民とを比べて、市民

に対して義務的な表現を使用することが適切ではないとの考え方によるものです。」 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。それでは、御意見等をお願いしたいと思いま

す。よろしいでしょうか。それでは、第１０条に移らさせていただきたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第１０条は議会の役割です。議会は、

市の重要な意思決定と市長等の事務の執行を監視する役割があります。 

第１０条では、「議会は、市の意思決定をする機関と理解してよいですか。市の意思決

定に基づく施策等の評価や管理をするのが議会と考えると、意思決定機関とは違うのでは

ないでしょうか。」という御意見をいただいております。 

この回答についてですが、「議会は、普通地方公共団体としての市の意思を決定する（議

会で議決する）機能があることから意思決定機関とも呼ばれています。また、市長等は、

普通地方公共団体の事務を、自らの判断と責任において、誠実に管理し執行します。その

ため、普通地方公共団体としての市の意思決定は議会で行われ、それを執行していくのが

市長等となります。」 
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もう一つは、「第２条に、「市 議会及び市長その他の執行機関（以下「市長等」という。）

をいう。」とありますが、行政と議会がそれぞれ別の機関として独立性を持っているのに、

ここで一緒にしてしまうのはなぜですか。条文の「市」の中に議会も入り、意思決定機関

となると、選挙で選ばれた市長の権限、意思決定が、ないように見えてしまうのではない

でしょうか。」という御意見をいただいております。 

この回答ですが、「仮に議会と市長等を別々に定義すると、この後の条文に出てくる「市」

を全て、議会と市長等とに別々に規定する必要が出てくるといった立法上の技術的な問題

があることから、「市」の定義に議会も含めています。なお、地方自治法では、組織に関す

る事項が定められており、普通地方公共団体としての市には議会を置くことや、市長等の

執行機関の組織についても定められています。」 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。よろしいでしょうか。

特に御異存がなければ、次に進めさせていただきます。それでは第１１条をお願いいた

します。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 第１１条は議会の運営です。市民の信託に

応えるため、議会の運営に関する基本的な事項を明らかにしています。議会についての情

報を提供する方法としては、本会議や委員会の公開はもちろん、インターネット等による

中継、市議会だより、市議会フェイスブックなどがあります。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等をお願いいたします。

よろしいですか。それでは第１２条にまいりたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 第１２条は議員の責務です。議会の構成員

として活動を担う議員の責務を明らかにしています。議員には、市民の信託に応えるため

にその職務を誠実に果たすことが求められていることを確認しています。市政に関する調

査研究では、他市町村への視察などがあります。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等をお願いいたします。

よろしいですか。それでは、第１３条をお願いします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第１３条は市長の責務です。市の代

表者として市政運営に当たる市長の責務について明らかにしています。第２項に関する取

組として、市長は毎年度、市政方針を公表するとともに中長期の方針として、苫小牧市総

合計画を策定し、公表しています。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、この条文につきまして、御意見等がございますか。

よろしいでしょうか。それでは第１４条にまいります。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第１４条は、執行機関の責務です。

執行機関の責務について明らかにしています。市が行う仕事は、基本的に市長及び各執行

機関の活動を通じて行われることになるため、執行機関の責務を確認するものです。市長

を除くとしているのは、第１３条で市長の責務を規定していることによるものです。説明

は以上です。 
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●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等がございましたらお願いいたします。

●永石委員 私もさっきの１２条の兼ね合いでちょっと気になったのが、市民の信託とい

うんですけど、この場合の市民の信託というのは、総体としての市民というのを想定した

条文になってるんですか。市民といった場合には、苫小牧市民って大きな団体、団体って

いいますか、人間という形の市民というのもありますけれども、個々の、実際に要望出す

のは多分、一人一人の市民でしょうから、その辺のこの場合、市民の信託といった場合の

市民というのは、私は総体的な市民というふうに読んでるんですけれど、その辺は、いか

がなんでしょうか。

●栗山会長 法人も含めたということですよね。

●丹治委員 ２条に定義がある市民なので、法人とかが入った市民ということでいいんで

すよね。

●永石委員 入ってる、入ってます。うん。その場合で、もし個人うんぬんということに

なってくると、多分、信託に応えるというのですから、要望という意味でロビーみたいな

もののあれがね、市政に影響するようなことが出てくるのかなというちょっと危惧感があ

って。アメリカはそれで非常に今、混乱しつつあるような状況なものですから。何といい

ますかね、条文って抽象的なんですけども、想定されてる市民というのはどんなものかな

ってちょっと気になったものですから。

●栗山会長 事務局、どうですか。

●永石委員 何といいますか、行政体が小さい場合は議会の議員さんなんていうのは、あ

る意味では御用聞きみたいな、いろんな要望を聞いて、それを実際に何といいますか、行

政の中に生かすという、そういう感じの議員さんは非常にやってるんだと思うんですよ。

そうなった場合に、何ですかね、特定の利害関係者というものの意見が市の行政に反映さ

れるだけだと問題があるのかなという感じが、その辺どうかなと。ちょっと今、条文見な

がら。

○事務局（中村市民自治推進主幹） 解釈としては、先生の捉えられている総体としての

市民というような考え方のもとでこの条文は作っているって読むのが自然な読み方だと思

います。

●永石委員 そうですね。

○事務局（中村市民自治推進主幹） ですから、この条文によって、ロビー活動を助長す

るというような規定では、当然、ないということです。

●永石委員 当然、ないですね。だから、そうだろうなと思って質問したんですけど。た

だ、捉え方で市民といった場合、実態とすれば、多分、個々の人間、自然人、もしくは法

人というのかね、想定されるわけで、それと団体、何といいますかね。
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○事務局（中村市民自治推進主幹） そうですね、日本国憲法の中で「全体の奉仕者」と

いうか「公共の福祉」とか、そういうときに、国民一人一人という考え方ではなくて、全

体のという考え方が基本にありますので、それの延長上で考えたときに、この市民を特定

個人と読むのは、ちょっと難しいものと考えています。

●永石委員 そうですね。分かりました。

●栗山会長 よろしいですか。

●永石委員 大丈夫です。

●伴辺委員 そういうふうに深く考えなきゃなんないんだなって、今、考えました。そう

ですね、本当にね、そういう意味で捉えなきゃ駄目だというふうにね。

●永石委員 ですから、こういうあれで、文言はそのままになりますけど、それをどう理

解するかという確認作業をやっておかないと、ずっと、それがひとり歩きしちゃいますん

で、その辺の注意は常にチェックしておく必要があるかなと。

●栗山会長 条文については、このままでね。

●永石委員 はい、条文はこのままでいいです。

●栗山会長 それでは、第１５条にまいりたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 第１５条は職員の責務です。市民の信託を

受けた市長の市政運営を日常的に執行する職員の責務について明らかにしています。説明

は以上です。 

●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等がございますか。

よろしでしょうか。それでは、第１６条にまいりたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第１６条は説明責任です。市は、市

政の情報を分かりやすく説明する責任があります。この説明責任は、市民と市の信頼関係

を築くために最も大切な責任となります。市が行う会議等は原則、公開であり、会議等で

話された内容は、議事録として公表しています。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等がございますか。

よろしいでしょうか。それでは、次、第１７条に進みます。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 第１７条は総合計画です。基本構想を定め

る法律の義務付けはなくなりましたが、基本構想を定め、その実現を図るための計画を定

めるものとしており、苫小牧市総合計画で基本構想や基本計画が定められています。説明

は以上です。 
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●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等がございますか。

よろしいでしょうか。次、１８条にまいりたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 第１８条は健全な財政運営です。市政運営

の基本となる予算、決算及び財政運営の状況を市民に分かりやすく公表します。財政に関

わる資料として、財政基盤安定化計画、財政健全化指標、予算、決算資料、財務書類など

を市のホームページで公表しています。 

第１８条では、「第４項に「必要に応じて」となっていますが、近年に行ったものはど

のようなものがありますか。」との御質問をいただいております。この回答ですが、「専門

家による財政診断は、これまで実施したことはありませんが、外部監査契約については、

財政健全化法第２６条第１項の規定より、平成２１年度に自動車運送事業会計（平成２３

年度末で会計廃止）において、個別外部監査契約による監査を行っています。これは、財

政健全化法において、対象とする財政指標が国により定められた基準以上となった場合に、

個別外部監査の実施が義務付けられており、基準以上となったことから実施したものです。

実施する基準は具体的には定めていませんが、自動車運送事業会計の例と同様に、健全化

判断比率などの財政指標が悪化した場合には、外部監査を実施することになると考えてい

ます。」 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。この条文につきまして、御意見等がございま

したらお願いをいたします。よろしいでしょうか。それでは１９条お願いします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第１９条は出資法人等です。苫小牧

市には、地域における公益性や政策的な観点から、出資や運営費の補助あるいは職員を派

遣しているいわゆる出資法人等があり、市が出資等を行っている法人等の状況を定期的に

公表しています。 

第１９条では、「出資法人等にはどのような法人がありますか。また、出資法人等の「等」

にはどのようなものが入っていますか。」との御質問をいただいております。この回答です

が、「出資法人等には、財政的関与を行っている法人等（市が出資、出捐、及び法人等の管

理運営に要する費用に対して補助金を支出している法人等）や人的関与を行っている法人

（市が、法人等の管理運営のために、政策的な目的から、職員を派遣する形で関与してい

る法人等）があります。また、法人等とは、法人や法人を含む団体（法人格のない団体を

含む。）のことをいいます。 

もう一つは、「第１項に定期的に公表、第２項に調査及び検討を行うとなっていますが、

「定期的」の期間はどのくらいですか。」との御質問をいただいております。この回答です

が、「第１項については、「出資法人等の状況の公表に関する取扱要綱」に基づき、毎年、

出資法人等に対する市の関与の状況を調査し、公表するものとしています。第２項につい

ては、「出資法人等に対する出資等の取扱いに関する要綱」に基づき、市は３年に１度、出

資法人等に対する市の関与の継続の妥当性について検討するための調査を実施し、結果を

公表するものとしています。」 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。第１９条につきまして、御意見等ございます

か。
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●伴辺委員 質問してもいいですか。

●栗山会長 はい、どうぞ。

●伴辺委員 市が出資、出捐っておっしゃいましたね。これはどういう意味なんですか。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 出捐はですね、いわゆる寄附のような形で

一方的に財産を提供するというような形になってまして、出資という方は、例えば株式を

取得する形であったりするのが出資という形ですね。なので、出捐は寄附というような形

に近いと思います。

●伴辺委員 寄附しちゃうだけのことってあるんですか。寄附だけしちゃうってことある

のですか。

○事務局（中村市民自治推進主幹） まあ、そういう制度になってるということですね。

株式会社であれば出資というのは株券というかですね、そういう権利としての出資という

ことになるんですけども、財団法人とか社団法人に対してには出資という概念がなくてで

すね、それを出捐という言葉で表しているというようなことで理解していただければと思

います。

●伴辺委員 分かりました。ありがとうございました。

●小山田副会長 ＮＰＯ法人に対するやつもそうですよね。出捐金ですよね。そうだと思

いますが、後で調べてみてください。

●栗山会長 これは全部でどのくらいの数があるんですかね。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 出資法人、市で今、関与をしているのは大

体４０をちょっと超えるぐらいの法人があります。

●栗山会長 毎年、収支決算、報告されてるんですか。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 毎年１回ですね、出資の状況はホームペー

ジ上で公表しておりまして、その中で、はい、全部の法人の状況が見れます。

○事務局（中村市民自治推進主幹） １０月に決算委員会があるんですけれども、そこの

中の決算委員会の附属資料、附属資料という言い方というか、参考資料としてですね、出

資、出捐している状況について資料化して、予算審議の中でも使ってくださいという趣旨

のもとで資料提供はしているということです。

●小山田副会長 結構、他の自治体で出てくるのは出資、出捐団体に対する人的なつなが

りというか、ですね定年後に、っていう。それを併せて公開してるところも、最近、出て

きてますよね。
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●栗山会長 他にございますか。条文に関しては、これ、従来のままでということでよろ

しいですか。それでは、第２０条をお願いします。 

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第２０条は政策法務です。市は政策

を実現するために、条例の制定改廃、法令等の解釈運用等の法務を活用し、まちづくりの

課題に適切に対応するよう努める必要があることを明らかにしています。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等ございますか。

よろしいですか、それでは第２１条お願いいたします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 第２１条は職員の任用及び育成についてで

す。人材の確保及び育成についての基本的な考え方を明らかにしています。人材の確保、

育成に関する取組については、苫小牧市人材育成基本方針の策定や各種職員研修などがあ

ります。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等ございますか。

よろしいですか。それでは第２２条にまいりたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第２２条は行政手続です。行政手続

に関する共通事項は、行政手続条例に定めています。行政手続は、市政運営上の公正性と

透明性を日常の業務執行において確保することにより、市民の権利利益を保護するために、

重要な手続となります。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等お願いいたします。

よろしいですか、それでは次に進みたいと思います。第２３条お願いします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 第２３条は行政評価です。行政評価は、行

政活動を評価し、評価結果を日常業務における課題の把握や、課題の改善、予算編成、政

策立案などに活用するために実施しています。本市における行政評価は、施策評価と事務

事業評価を実施しており、評価結果については公共施設等への資料の設置や市ホームペー

ジで公表しています。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等お願いいたします。

これは、年１回、やっているんでしたっけ。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、毎年やっています。 

●栗山会長 よろしいでしょうか。それでは第２４条お願いいたします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第２４条は個人情報についてです。

市民と市との情報の共有を推進する場合に特に配慮を要するのが、個人の基本的人権に関

わるプライバシーの保護です。市が保有する個人情報の保護を図るため、個人情報保護条

例を定めています。また、個人情報の取扱いを適正に行うため、個人情報保護制度の手引

きがあります。説明は以上です。 
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●栗山会長 はい、この条文に関しまして、御意見等ございますか。

よろしいでしょうか。それでは、第２５条をお願いいたします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第２５条は意見、要望等への対応で

す。市民からの意見、要望等については、速やかに必要な措置を講じ、誠実に対応しなけ

ればならないとしています。市民からの意見、要望等の対応について、市全体に共通する

取扱いのルールを定めた「市民の声」取扱マニュアルを作成しています。 

第２５条では、「「市民からの意見、提案、要望、苦情等に対し、速やかに」とあります

が、町内会活動を見ると、市がこの条例を意識しているのか疑問です。」との御意見をいた

だいております。この回答ですが、「本条の趣旨は、市民の意見や要望、苦情等への対応に

ついて市全体に共通する取扱いのルールを定めるとともに、速やかに調査検討を行い必要

な措置を講じ、誠実に対応しなければならないことを確認するものであり、町内会に対し

ても同様の対応を行っていく必要があると考えております。」 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、これにつきまして、御意見等ございましたらお願いいたします。

●板野委員 これを質問したのは私なんですが、町内会としまして、町内会というよりも

町内会に関連するのは民生委員というのがおります。それから、交通安全指導員がもちろ

ん市長からの委任を受けています。それから、保護司がいます。交通安全母の会。これら

関係する団体からの要望が、私ら町内会に上げられてるんですね。それはどういうことか

といいますと、少子高齢化を迎える社会においてですね、やっぱり、もう少し全体的に子

供、それから高齢者を保護する必要があるんでなかろうかということなんですね。

 子供に関しましてはですね、今、例えば公園を例にとりましても、私ら身近な公園の遊

具関係というのはもう４０年も前の遊具で、今、そういう遊具で遊ぶ子供がおりません。

じゃあ、どういうとこで子供が遊ぶかというと、何ですか、歩道だとかね、それから道路

へ出てですね、スケボーというんですか、ああいうもので遊ぶと。交通安全指導員さん、

注意しますけど、一向に聞かない。注意するんじゃなくて、そういう時代の変化に合った

ようなですね、遊びの場をつくるのが本来の筋じゃないかというのが交通安全の指導員か

らの要請を受けております。早い話が公園内に１か所でもアスファルトのそういうところ

があればですね、子供の遊び場として公園が活用できるんでなかろうかと。今の滑り台と

かブランコだとか、そういうものね、子供、使いません。全てやったら、家に帰ってお母

さんに怒られるわけですわね、ズボン汚して帰りますから。

 保護司の方からの関係はですね、やっぱり、今、不登校の問題ですね。それと、最近、

はやりの言葉で「子供の貧困」というもの。僕は子供の貧困というのはぴんとこない、親

の貧困じゃないかと私は思うんですけどね。そういう中での子供は、非常に健全な、例え

ば中学生だろうが小学生だろうがですね、不登校になって健全な学生生活を送ってないと

いう。そういうことをもう少し専門家がきちっとした対応すべきじゃないかと。全て学校

の先生に任せるのがおかしいんじゃないかというようなことを私の方の町内会の方に要請

があります。

 それから、あれですね。交通安全母の会という会がございまして、この会は非常に積極

的に子供の登校の通学の方なんかするボランティアの団体でやってくれておりますけども、

この方々はですね、やっぱり、「公園整備をもっとしてくれないか。」と、「小さい子供が自

転車を乗る場所がないんだ。」というようなね。非常に、まあ、日吉町のことなんですけど、

日吉町には大きなあかつき公園って大きな公園があります。半分活用されておりません。
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その半分をですね、お年寄りのパークも９ホールありまして、お年寄りが使うだけでほと

んど子供が使うような施設になってないんですね。そのことを婦人部とか交通安全母の会

から要請されているんですね。

 それから、民生委員から要請される問題はどういうことかといいますと、日吉町と光洋

町に、今、市営住宅があります。１階の平家、２階建て、いずれも築４５年、私の記憶じ

ゃ、もう四十五、六年経つブロックの住宅でございますが、両町合わせて１００棟ござい

ますね。非常に日吉町だけ見ますとスラム街みたいになっていますよね。それで、調べま

したら、ここは市の方からの表現ですけど、低所得者向けの住宅ということで、ずっとや

ってるんです。確かに低所得者は分かりますけども、もう少し環境の整備をね、家賃が上

がってもいいから環境の整備をして、例えばあの広いところの土地、安いから云々じゃな

くて、平家でなくて、それを合理化してね、３棟に上を伸ばせばですね、空中ができるじ

ゃないかと。そこを活用して新しい世代が移住できるような、そんなできるような分譲に

することも一つのまちづくりじゃなかろうかというのが、そういう点がありまして、随所

に関係機関にはお願いをしている、近隣の町内会長からお願いをしてる。そんなことから

してですね、ちょっとここでもって苦情的なことを言ってみたんですね。

 ですから、なかなか行政さんの立場を考えますとね、それは今年言ってすぐ来年ってこ

と、そんなことできるわけじゃありません。でも、例えば３年後には何とかというのは、

文書的な回答も必要でなかろうかなと。公園等につきましては５年たっても何の反応もご

ざいませんですからね、それは、多少、行政上のスピード感というのは民間企業と違って

分かりますけどもね。やっぱり、じゃあ、将来的に住民が期待を持てるというか、安心・

安全に住めるまちづくりという意識からすればですね、文書による回答も必要でなかろう

かなと。そんなことでちょっとここのところ質問させていただきました。以上でございま

す。

●栗山会長 ありがとうございます。他にございますか。

●小山田副会長 今のお話、スケボーのお話で、そうですね、今、一般の遊具が利用率う

んと下がっていてですね、とある本州の市町村ですけど、災害用の調整池、池ですけども、

そこにきちっとスケボーのサーキットを作ったんですね。やはり、スラム化して、たむろ

してという。その子がもうスケートボード、どんどんやってですね、あと国際級の選手が

そこから出たというのがあります。同じように他に使えるとこないかって調べたら、一級

河川の河川敷でも高さの制限とかいろいろあるんですけども、それを満たすとそういうス

ケートボードの施設が作れるというのが分かったんですね。これはそんなに金額かからな

い、普通に、ちゃんと誘導ができるということで、こういうところで知恵を使ってやって

いて。

●板野委員 あかつき公園はね、ちょうど滑れる、ちょうど山もあるんですよ。昔の公園、

皆さん、山作ってくれましたから。ですから、今、おっしゃったように、そんな費用かか

らないから、ちょっと考えればね、子供が安心で遊べる場所ね、時代に合った本当に遊び

場ができるなというのが地域のやっぱり小さい子供を持つ、そういう子供を持つお母さん

の一つの訴えですんでね、やっぱり耳を貸していただきたいなということから質問させて

いただきました。
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●栗山会長 多分、無視してるわけではないと思うんですよね。回答の仕方を考える必要

があるのかなというふうにはちょっと思います。

 あれ、補助事業いつ、改修しなかったっけ、あかつき公園。

○事務局（中村市民自治推進主幹） ちょっと分からないですね。

●栗山会長 分からないよね。当初から同じですかね。

●板野委員 改修はないですね。陳情したときの部長さんも退職してしまいました。

●永石委員 これ、２５条に関して、今のあれからすると、窓口、多分、一本化できない

と思うんですけども、そういう要望を集約して、そこに。だから、プライオリティーを付

けれるような、財政的なあれはもう限界がありますから、全部できるわけないんで、要望

が上がってきて、市として何を優先的にすべきかということをできるような、そういう。

条文そのものじゃないですけど、システムというかな、行政を効率的に動かすような２５

条に関するような形の行政側の制度づくりというのをやっぱりやってもらった方がいいの

かなという気がしますよね。

●小山田副会長 そうですよね。例えばスケボーのあれじゃないですけど、若い方にその

公園のデザインをしてもらうとかね。

●永石委員 そうそう。そうですね。

●小山田副会長 やり方だと思うんですよね。

●栗山会長 割と住民参加型でね、やったりしてるまちありますよね。

●板野委員 今年のあれです、市長とのまちかどミーティングで、この市営住宅、道営住

宅の話題をもう一度提案させていただきました。市長は答弁いただきませんでしたけど、

担当の部長さんからですね、今、民間企業で将来に向けた設計中でございますから、それ

が明らかになり次第、「文書で回答します。」ということで、まちかどミーティングで答弁

ありましたので、近い将来、何らかの反応があるかと思います。楽しみにしております。

●栗山会長 苫小牧、人口の割に市営住宅はやたら多いんですよ。

●板野委員 多いんです、はい。

●栗山会長 ですから、それがまた、財政を圧迫してるんですよ。

●板野委員 そうなんですね。

●栗山会長 それで、なかなか難しいとは思うんですけれどもね。

●小山田副会長 ＦＭ（ファシリティマネジメント）を考えたらそうですよね。ファシリ

ティマネジメントを動かしていかないと。
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●栗山会長 札幌でさえ３万くらいですから。

●小山田副会長 ずっと減らしましたからね。

●栗山会長 苫小牧が一時８，０００とかですね、多過ぎるには多過ぎるんですよね。そ

ういうのはちょっとあると思うんですけど。

●伴辺委員 日新町内会もね、今、糸井の団地を建て替えていますよね。

●板野委員 そうですよね。

●伴辺委員 前は本当にね、全然、空いているところも多くて、例えば訪問しても怖いん

ですよね、そういうところに行くのは。今はちょっと見晴らしもよくなって、何年計画と

いうことなんですけども、すごくよくなってますね。

●栗山会長 割とひとり暮らしの人が多いんですよね。

●板野委員 そうですね。

●伴辺委員 あかつき公園、私、昔、近くにいたので、水たまりがありますよね、水で遊

べるところ。

●板野委員 あそこね、今ですね、風が吹くとごみためになってます。要らないんです、

水もためてませんから。

●伴辺委員 子供たち、昔、遊んでましたけどね、あそこでね。

●板野委員 全く子供はありません。でも、老人クラブと婦人部が定期的にボランティア

でごみ拾い清掃してくれますから、ちょうどくぼんでる。元は池だったんですね。

●伴辺委員 そうですね。

●板野委員 もう、必要ないんですね、もうね。行って遊ぶような子もいません。もった

いないですね、半分、死んでますね。せっかく公園があってね、学校があり、近くでは中

学校あり、それから高校もありましてね。アクセスいいとこだから、今の市営住宅ね。も

うちょっと改良しますと、土地ね。もったいないですね、活用すると。糸井駅も近いしね、

いいところなんですけどね。

●栗山会長 近隣公園、地区公園かな。結構、大きい公園なんですけどね。

●板野委員 大きいです。
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●栗山会長 条文に関してはこのままでいきたいと思います。プライオリティーというか、

説明責任の方でいろいろとうまくやる手段を使った方がいい。

 あと、２６条にまいりたいと思います。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第２６条は危機管理です。台風、地

震などの自然災害や自然災害から誘発される事故などに迅速かつ的確に対応するため、危

機管理体制の整備に努め、市民の危機管理に対する意識の向上を図ります。具体的には、

苫小牧市危機管理指針、苫小牧市地域防災計画、苫小牧市防災会議、防災出前講座、災害

時の連携協定などにより行われています。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。第２６条に関しまして、御意見等がございま

したらお願いいたします。

よろしいでしょうか。それでは、第２７条お願いします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第２７条は他の市町村等との連携協

力です。広域で連携・協力して行うことが効率的な課題について、協力して問題解決を図

ります。他市町村等との連携協力については、東胆振定住自立圏共生ビジョン、北海道新

幹線×nittan 地域戦略会議、災害時の連携協定などがあります。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ただ今の条文に関しまして、御意見等がございましたらお願いいたし

ます。よろしいでしょうか。

今回の災害では、特にこういう大きな問題はなかったのですか。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 他市町村との連携協定という部分では、苫

小牧市より被害の大きかった安平ですとか厚真とか、あとむかわですね。こういったとこ

ろに苫小牧市の職員も災害の支援に派遣で行っていたというような形もありますので、そ

ういった協力とかは行っています。

●栗山会長 ありがとうございます。

それでは、次の条文に移らせていただきます。第２８条、お願いいたします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第２８条は条例の位置付けです。本

条では、この条例の位置付けについて明らかにしており、この条例の趣旨を最大限に尊重

することを義務付けています。 

第２８条では、「第２項に「他の条例等とを体系的に整備する」とありますが、最近、

話題になっている町内会活動や地域コミュティの推進に向けた条例等も、これに含まれま

すか。」との御質問をいただいております。 

この回答ですが、「本条は、自治基本条例を条例及び規則等の体系の根本として位置付

け、他の条例を体系的に整備する趣旨の規定であり、仮に地域コミュティの推進に向けた

条例等を制定する場合についてもこれらの体系の中に条例が位置付けられることとなりま

す。」 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、この条文につきまして、御意見等お願いをいたします。

よろしでしょうか。それでは、次の条文に移ります。第２９条お願いします。
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○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、第２９条は条例の見直しです。自治

の課題は、社会経済情勢の変化や時間経過とともに変化していくものであることから、こ

のような社会情勢の変化に対応できる条例とするため、４年を超えない期間ごとに必要な

見直しを行います。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ただ今の第２９条に関しまして、御意見等ございますか。よろしいで

しょうか。それでは、第３０条にまいります。

○事務局（吉田市民自治推進課主査） はい、第３０条は市民自治推進会議です。市民自

治推進会議は、この条例の運用状況を市民の立場から見守り、条例の適正な進行管理を図

るため、設置するものです。説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。この条文に関しまして、御意見等ございまし

たらお願いいたします。

よろしいでしょうか。それでは、その他に関して説明をお願いいたします。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 最後、その他でいただいた御質問ですが、

「この自治基本条例や「人間環境都市」という苫小牧市の理想の都市像が市民に知られて

いないのが残念です。多くの市民に理解されるようになってほしい。市が情報発信しても、

受け取る側の市民の関心が低いと浸透していかないので、市民に関心を持ってもらえるよ

うな工夫や仕掛け、斬新なアイデアがもっと必要だと思いました。」という御意見をいただ

いております。市の考え方ですが、「自治基本条例の趣旨や人間環境都市という苫小牧市の

理想の都市像については、多くの市民に知っていただきたいと考えています。今後も出前

講座などを継続するとともに、様々な機会の中で広く市民にお知らせしていく必要がある

と考えています。」 

 もう一つは、「前文の２行目、「製紙工場の立地や」と文が続いていますが、読んでいて

その部分に違和感を感じます。」という御意見をいただいております。市の考え方ですが、

「前文については、まちの成り立ちやこれまでの発展の経緯を確認するとともに、制定の

趣旨を明らかするために設けております。」 

 最後になりますが、「議論を重ねて作られているため、非常にスマートにまとめられてい

る条文だと感じました。現時点では、条文自体の見直しが必要な点は見当たらないと感じ

ました。」という御意見をいただいております。 

説明は以上です。 

●栗山会長 はい、ありがとうございます。その他に関しましても、皆さまから御意見ご

ざいますか。

●永石委員 これ、立法趣旨っていいますかね、人間環境都市というのが浸透しない理由

もあるのかなという感じもしないでもなくて、時代とともにまちの在り方というのは変わ

っていくということを考えたときに、どうでしょうか。ちょっと未来的なというか、もの

というのは考えてもいいのかなという気がしないでもないんですよね。

●栗山会長 もう大分、４０年以上。
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●永石委員 環境が悪いときに環境がいいまちづくりを目指した。これからはそういうも

のがほぼクリアされた中にいて、じゃあ、何をまちの理想とするのかなといったときに、

ちょっと時代的な経緯というものを配慮して、その辺の何でしょうかね、在り方というか

な、理想とするもののイメージというのは、ちょっと変えた方がいいのかなって気がする

んですよね。

●栗山会長 また次のステージへというかということでしょうかね。

●永石委員 ええ、次のステージ、そうですね、ええ。

●栗山会長 分かりました。御意見ありがとうございます。他にございますか。

●伊藤委員 いいですか。

●栗山会長 はい。

●伊藤委員 市民自治推進という、つまり、自治への市民参加という視点でちょっと２つ

ほど質問したいんですけど、質問というか意見ですね、させてもらいたいんですけど。

２５条の意見、要望等についてという、この条文に関しては、市が行うという、誠実に

対応するという市が行うこととしての条文というふうな理解になると思うんですけども、

例えば今、板野会長がいろんな町内会の要望とか、私、話を聞いてて公営住宅の土地のこ

となんかは、いい考えだなと思ったり個人的にはしたんですけども、住民参加、市民参加

ということを考えたときに、そういういろんな考えを市に、それは市長だったり議会だっ

たり行政だったり、いろんなところに提案をしていくという、もしくは要望していくとい

う、それも当然、市民参加なわけですよね。そういうところの、「そういうことができます

よ。」というのか、すみません、言葉が見つからないんですけども、「やることができます

よ。」とか、そういう、「何かあったらそういうことを出しましょう。」とかというような条

文がちょっと見当たらないという部分があると思うんですよね。なので、そういうものを

新たに追加するというのは、例えばどうなのかなというのが１つの意見ですね。

 もう一つは、先ほど情報公開のところでちょっと話が少しいろいろ話が錯綜しましたけ

ども、情報公開と情報提供というのは、やっぱり、若干、情報を出すという意味では同じ

なんですけど、情報公開というのはあくまで求められたものに対して出していくものなん

じゃないかなと。だけど、情報提供するというものに関しては、求められなくても市民に

いろんな形で周知していくという、そこというのは似たようで若干違うんじゃないかなっ

て。ここが同じような位置付けに考えていると、先ほど話出てたようなですね、住民側が

何というのかな、市がいろんな形で情報発信しても受ける側が興味を持たないとなかなか

伝わらないとか、そういったものにもなっていくと思うし、やっぱりすみ分けをするとい

うのはどうなのかなというふうにちょっと意見として思ったんですけど。

 それと、例えば今みたいな条文を追加するとかということになると、やっぱり条例なの

で、多分、かなり変えることってすごく重たいことだと思うんですけど、ここで聞くべき

ことじゃないのかもしれませんが、もし、これを変えるということになると、どれぐらい

の手続があって、どのぐらい大変なことなのかということが、ちょっといまいちぴんとき

てないとこが正直あるので、多分、議会とかで提案されて審議されて変えていくというこ

とになるのかなというふうには想像できるんですけども、その辺のところをちょっと教え

ていただければと思います。
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○事務局（中村市民自治推進主幹） まず、２５条の条文の関係ですけれども、この立法

趣旨というのは、市は市民からこういう要望ですとか提案がなされたときにはしっかりと

速やかに対応していくということは、これは行政の基本的なルールの一丁目かと思います

けれども、「それを確実に行ってください。」ということを改めて確認するための部分にな

ります。

 それで、要望ですとか提案ですとか、当然、個人が窓口に来て要望を出すようなケース

もありますし、団体さんが団体からの要望という形で市長の方に提出されるようなものも

ありますし、また、市民参加条例の中では政策提案制度というものがあって、１０名以上

の署名を添付して、「こういう政策を実現してほしいよ。」というような提案もあります。

ですから、まず、条文に全てが、何ですかね、意見を提出するための項目が条文として書

き込まれなければ、それが行われていないのかということではなくて、さまざまな方法で

そういうツールというものはある中での２５条の総括的な作りだということが１点目のお

答えになります。

 それから、２点目の情報公開と情報提供なんですけれども、これは同じ条文で規定はし

ておりますけれども、情報公開というのは、基本的には情報公開条例に基づく文書開示請

求を想定しているものです。ただ、情報の共有を主としてうたっている以上、請求があっ

たものに対してだけ情報を開示していくことで情報共有がなされているかというと、決し

てそういうことではなくて、平常時の業務として、例えばリーフレットが置かれていると

か、窓口に来たら開示してはいけない非開示情報を除いては当然開示をしていくし、なお

かつそれは分かりやすい方法で提供していくということが望まれている制度の中での情報

提供ということになります。ここは情報公開というのは別に条例で定めるところによりと

いうからくりになってますけれども、それは開示請求を想定していると。それ以外のＳＮ

Ｓ等も含めての情報提供も入ってくると思いますが、それが一般的な情報提供、情報共有

をどのように進めていくのかというところでの情報提供という考え方になります。

 それから、３点目の条例の改正の手続はどういうことになるのかということですが、基

本的には私どもはですね、その条文が改正されなければ市政として実現できないような決

定的な不具合がある場合に条例の文言については改正をすべきでないかということが基本

的な考え方になります。それで、この審議会の中で仮に、「条例のこの部分についての条例

の改正をすべきだ。」という答申をした場合においては、自治基本条例、それを受けて条例

の改正が必要になるのかどうかということを市の方でも判断をしていくことになりますが、

基本的には議会にかけていく前に市民参加手続をとることになります。具体的には住民説

明会のようなものを行って、なおかつパブリックコメントにより１か月間の市民からの意

見、この改正は本当に妥当なのかどうかという意見をもらって、議会の方に提出していく

ということになります。ですから、この審議会で出される答申というのは大変重たいもの

だというふうに理解をしております。以上です。

●栗山会長 よろしいでしょうか。

●伊藤委員 すみません、例えば２５条のことに関しても、ただ、私が今言ってる２点の

ことに関しては、条例としてなければいけないものじゃないというふうには、自分もです

よね、考えているわけですよね。考えているとしての意見なんですけども、例えばそうい

う何というのかな、例えばさっき私も意見にちょっと出しましたけど、言葉遣いというか、

言葉遣い、何というんですかね、義務的な表現にした方がいいんじゃないかとか、そうい

うところにもつながるんですけども、やっぱり市民がこの条例を見たときに、自分たちの
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権利として、役割として、例えばそういう要望を出したりとか意見を言ったりとかという

ことができる立場なんだということを示す意味では、そういう意見、要望が市民としてす

ることができるんだよというような条文があるということが、一つ市民の受け取りとして

重要な部分ってあるんじゃないかなというふうにちょっと思うんですよね。それは２点目

の情報公開ということに関しても、情報公開と今説明があったことに関しては十分理解し

てるつもりです。ただ、この条文を分けるということが、市民にとって自分たちの責務、

責務というのかな、「役割としてこういう権利があるんだ。」こういう何ですかね、「市民参

加としてできるんだ。」ということを知ってもらうためには切り分けた条文にした方がいい

んじゃないかなというちょっと意見。ただ、今の条例改正についてのそういう手続をする

ほどのメリットがあることなのかということについては、私もちょっと自信はないんです

けど、そういうことでちょっと３点続けて質問させてもらったんですよね。

●栗山会長 よろしいですか。

意見の取り扱いについては、どうしたらいいですか。

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） 今回、一通り第３０条まで御審議いただき

ましたので、次回の推進会議の中では、今回、出された意見を事務局の方でまとめさせて

いただきまして、それを基に最終的な条文の改正の必要性の有無ですとか、答申の方向性

など、そういったものを改めて次回の推進会議で決めていければと考えております。 

●栗山会長 ありがとうございます。よろしいですか。 

⑶ その他 

●栗山会長 それでは、その他について事務局から説明をお願いいたします。 

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） はい、その他ということで、次回の推進会

議のですね、日程を決めれれば決めてしまいたいと思っているのですけれども、今回の会

議の中でいろいろと出していただきました意見等をまとめてですね、資料を作りたいと思

いますので、１月の下旬から２月上旬でどうかと事務局では考えていますが、委員の皆様

どうでしょうか。 

【２月５日（火）を開催予定日とした。】 

○事務局（吉田協働・男女平等参画室主査） いつものように、開催のお知らせを皆様に

送付させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。事務局からは以上

です。

●栗山会長 それでは長時間に渡り、熱心な御議論いただきありがとうございます。本日

の会議を終了させていただきます。ありがとうございました。

３ 閉会 


